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き

嘗
て
も
の
し
た
る
拙
稿
一
色
資
本
蓄
積
論
l
市
の
第
二
節
「
蓄
積
率
の
鐙
化
の
問
題
」
に
於
て
、
砲
の
分
析
し
に
る
所

円
典
型
的
資
率
主
義
融
曾
に
於
り
名
、
我
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
麗
化
の
地
程
l
l
「
次
年
度
即
日
生
産
計
置

に
際
し
珠
想
さ
れ
る
所
の
衣
々
年
度
の
一
枇
曾
的
資
本
の
緯
量
の
、
衣
年
度
の
そ
れ
に
封
す
る
比
翠
」
が
、
「
A
1
年
度

の
生
産
計
主
に
際
し
噛
思
想
さ
れ
る
所
の
衣
年
度
の
枇
舎
的
資
本
の
総
量
の
、
今
年
度
の
そ
れ
に
封
す
る
比
宰
」
と

異
っ
て
来
る
場
合
の
そ
の
麗
化
の
過
程
1

1
の
み
で
あ
っ
て
、
其
底
で
私
の
検
討
し
た
る
所
は
、
其
の
・
究
々
年
度

の
資
本
蓄
積
率
の
麓
化
か
ら
生
十
る
限
り
に
於
け
る
「
今
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
強
想
さ
れ
七
る
次
年
度
の
枇

曾
的
資
本
綿
量
と
事
買
上
の
そ
れ
と
の
必
然
的
不
一
致
」
、
に
よ
る
不
均
衡
で
め
る
。
斯
〈
問
題
を
限
定
し
た
の

は
、
理
論
的
研
究
の
便
宜
に
出
で
た
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
.
資
本
蓄
積
率
の
あ
ら
ゆ
る
麓
化
過
程
に
於
け

る
不
均
衡
原
因
の
究
明
の
鴻
め
に
は
、
決
し
て
、
そ
れ
を
以
っ
て
満
足
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る

Q

卸
も
嘆
の

濡
め
に
は
、
克
に
「
次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
捷
化
か
ら
生
十
る
限
り
に
於
け
る
必
然
的
不
均
衡
」
で
は
な
い
所

の
、
費
本
蓄
積
率
の
襲
化
か
ら
生
中
る
不
均
衡
が
、
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
、
実

1) 拙稿「資本蓄積論J(二)(経済・論議第三十七伶第二競}



後
、
比
の
蔑
さ
れ
に
る
謀
題
の
う
ち
、
夫
年
度
の
資
本
の
有
機
的
構
成
の
麗
化
か
ら
生
や
る
限
り
に
於
け
る
「
今
年

度
の
生
産
計
量
に
際
じ
珠
想
さ
れ
た
る
衣
年
度
の
枇
曾
的
資
本
組
量
と
事
費
上
の
そ
れ
と
の
必
然
的
不
一
致
」
、
に

よ
る
不
均
衡
を
検
討
し
た
げ
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
れ
を
以
っ
て
査
さ
れ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
郎
ち
、
衣

年
度
の
生
産
技
術
の
盤
化
に
よ
ら
ま
る
資
本
の
債
値
構
成
の
鑓
化
(
例
へ
ば
責
質
勢
賃
の
捕
者
に
よ
る
)
か
ら
生
中
る
限
hJ

に
於
け
る
「
今
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
聾
想
さ
れ
た
る
究
年
度
の
枇
舎
的
資
本
組
量
と
事
買
上
の
そ
れ
左
の
必

品
開
的
不
一
致
」
に
よ
る
不
均
衡
、
及
び
、
次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
麗
化
か
ら
生
や
る
の
で
も
な
く
、
又
、
次

年
度
の
資
本
の
憤
低
構
成
の
鑓
化
|
|
生
産
技
術
の
鍵
化
に
よ
る
と
否
と
を
問
は
や
ー
ー
か
ら
生
や
る
の
で
も
な

い
所
の
「
A
1
年
度
の
生
産
計
量
に
際
し
議
想
さ
れ
た
所
の
衣
年
度
の
枇
舎
的
資
本
の
総
量
と
事
買
上
の
そ
れ
と
@

不
一
致
」
に
よ
る
不
均
衡
と
が
克
に
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
此
の
蔑
さ
れ
た
る
二
つ
の
問
題
の
う

ち
第
一
の
も
の
は
、
大
韓
轟
の
研
究
「
資
本
蓄
積
と
責
本
の
有
機
的
構
成
の
襲
化
」
を
以
て
蔽
ひ
得
ら
れ
る
の
で
、

蕊
で
は
専
ら
第
二
の
も
の
を
取
扱
は
ん
と
寸
る
。

問
題
は
、
・
次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
襲
化
で
も
な
く
又
衣
年
度
の
責
本
の
債
値
構
成
の
接
化
で
も
な
い
所
の

他
の
理
由
に
よ
っ
て
、
次
年
度
の
事
責
上
の
枇
曾
的
資
本
の
綿
量
炉
、
今
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
聾
想
さ
れ
た

所
の
そ
れ
以
上
と
な
る
場
合
及
び
以
下
と
な
る
場
合
、
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
的
に
考
案
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ

げ
で
あ
り
、
真
に
雨
者
の
関
係
に
つ
い
て
綜
合
的
に
究
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
る
。
以
下
私
は
、
笥
を
分

っ
て
順
失
に
そ
れ
を
取
扱
ふ
で
あ
ら
う
。

資
本
蓄
積
率
醐
型
化
論
補
遺

五
九
三

第
二
務

第
三
十
八
巻

2) 拙稿「資本蓄積主資本の有機的構成の盤'rt.J(極海論叢第三十七巻第四披及び
第五貌)
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第
三
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八
巻

五
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四

第

一批

一一

然
し
な
が
ら
、
本
論
に
入
る
に
先
き
立
ち
、
今
一
つ
こ
と
わ
っ
て
お
〈
ぺ
き
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
他
事
で
は
な

車
濁
且
つ
純
粋
な
る
産
業

本
稿
に
於
て
取
扱
は
る
べ
き
問
題
は
、
嚢
の
拙
稿
の
場
合
と
同
様
に
、

資
本
主
義
世
曾
に
於
で
、
固
定
資
本
無
〈
、
資
本
の
蓮
輔
期
間

1
l資
本
が
生
産
資
本
の
形
態
を
採
り
た
る
時
か

ら
‘
生
産
物
が
寅
上
げ
ら
れ
て
貨
幣
形
態
金
採
る
時
迄
の
期
間

l
は
一
年
で
あ
り
、
貨
幣
資
本
形
態
に
於
げ
る

資
本
の
停
滞
は
只
一
瞬
間
に
過
ぎ
中
|
|
従
っ
て
、
資
本
の
運
轄
期
間
と
回
轄
期
間
と
は
一
致
し
1

i
資
本
の
四

時
期
は
何
れ
の
資
本
も
同
一
で
め
り
、
貨
幣
は
全
く
受
動
的
に
動
く
に
渦
一
ぎ
や
、
且
つ
、
完
全
な
る
資
本
家
的
自

ぃ
。
一
万
来
、

固
定
評
り
?
φ
4
1
3
在、

J
F劃
lFh↑

↑

!
f
1
4
4
J
V
ふ

H
〈

叫

μ

に
も
崎
一
じ
件
る
問
題
刊
し
あ
る
。
総
つ
で
も
本
棋
の
所
論
に
於
セ
も
ぞ
れ
等
の
諸
事
怖
を

想
定
し
て
か
か
る
の
で
あ
る
。

筒
、
論
湛
を
簡
単
な
ら
し
め
る
局
め
に
、
本
稿
は
、
轟
の
拙
稿
白
績
き
と
し
て
・

進
め
る
。
従
う
で
記
協
も
も
の
ま
λ

襲
購
ナ
る
の
で
あ
る
が
、
貝
、

従
ワ
て
其
患
で
述
べ
b
れ
た
る
事
を
其
の
健
前
提
し
て
、
輸
を

-

H

、
円
、
、
-
二
四
、
弓
、
に
於
け
る
徐
剰
偲
値
中
、
資
木
家
の
叫
州
質
に
あ
て
ら
れ

る
額
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、

F
e
r
-
e、
r
k、
F
e
r
-、
F
。
ミ
を
以
て
一
万
ナ
事
と
し
、
叉
、
市
場
償
格
白
鶴
勤
に
よ
る
飴
分
の
利

潤
を
示
す
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
E
E
自
民
自
】
ヘ
、
宮
崎
9
E
え
E
宮
、
、
を
以
て
す
る
事
と
す
る
。

現
買
の
蓄
積
が
環
想
以
上
で
あ
る
時

次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
襲
化
も
な
く
、
叉
、
・
究
年
度
の
資
本
の
債
値
構
成
の
部
理
化
(
生
産
技
術
白
鶴
"
と
ー
貸
質
勢

賃
の
お
化
に
よ
る
)
も
な
く
と
も
、

A
1
年
度
の
生
産
計
輩
に
際
し
て
濠
想
8
れ
た
る
も
の
以
上
の
蓄
積
が
、
衣
年
度
に



於
て
事
質
上
行
は
れ
る
事
の
あ
り
得
る
事
は
、
否
定
さ
れ
な
い
。
景
気
の
上
昇
期
に
於
て
は
、
新
か
る
事
情
炉
、
・

(
其
他
白
諸
事
情
と
複
合
し
て
で
は
あ
る
が
)
、
常
に
働
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

今
、
俄
り
に
、
他
の
事
情
は
い
山
項
に
於
て
想
定
さ
れ
た
る
所
と
金
〈
同
一
で
あ
る
場
合
山
、
只
、
企
業
者
が
決

年
度
に
、

A
1
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
珠
想
さ
れ
た
る
所
よ
り
も
多
〈
の
資
本
蓄
積
を
行
ふ
も
の
と
す
る
。

ち
、
今
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
で
は
次
年
度
の
資
本
は
今
年
度
の
ぞ
れ
の
四
一
日
倍
と
瑛
想
ぎ
れ
て
ゐ
た
所
に
、

失
年
度
に
な
っ
て
そ
れ
が
凡
そ
口
一
日
倍
に
な
る
も
の
と
す
る
。
斯
〈
の
如
く
珠
想
以
上
の
投
資
が
行
は
れ
る
と
し

て
も
、
失
年
度
の
生
産
に
用
ひ
得
ら
る
べ
き
生
産
手
段
は
今
年
度
の
生
産
に
よ
っ
℃
産
出
3
れ
に
だ
け
し
か
無
い

の
で
め
名
か

ι一
、
需
要
の
柑
加
に
肱
じ
て
生
産
手
段
を
即
刻
増
加
す
る
と
言
ふ
誇
に
は
ゆ
か
な
い
。
従
っ
て
、
生

産
手
段
の
市
場
債
格
は
其
の
正
常
債
格
か
ら
背
離
す
る
事
に
な
る
。
従
っ
て
、
斯
か
る
場
合
に
は
、
世
曾
的
二
大

生
産
部
門
問
の
蓮
繋
は

害
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r
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な
る
表
式
を
以
て
示
さ
れ
る
如
き
過
程
に
於
て
行
は
れ
る
事
に
な
る
の
で
あ
り
、
第
二
生
産
部
門
に
於
て
消
費
手

段
の
責
残
り
を
生
中
る
と
共
に
、
ぞ
れ
と
同
額
だ
け
、
第
一
生
産
部
門
の
生
産
物
の
市
場
債
格
炉
、
そ
の
正
常
債

資
木
蓄
積
率
蝿
型
化
論
補
遺

第
二
一
務
ι

第
三
十
八
巻

五
九
五
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3) 拙稿「資本蓄積論J(ー)(筏理事論議第三十七巻第ー獄)"3--5頁
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第
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十
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第

聖書

四

格
よ
h
も
高
〈
な
る
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
黙
に
於
て
既
に
重
大
な
る
不
均
衡
が
生
ゃ
る
か
の
様
に

見
え
る
。

然
し
な
が
ら
、
斯
〈
の
如
き
不
均
衡
が
後
生
す
る
事
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
生
産
部
門
の
資
本
家
が
、
傍
剰
刺

潤

ω
を
支
出
す
る
事
な
く
、
其
の
催
保
持
し
て
ゐ
る
事
に
由
来
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
其
の
事
は
、
韓
想
以
上
の
蓄

積
の
行
は
れ
る
事
買
上
の
遁
程
に
於
て
は
、
決
し
て
普
通
の
事
で
は
な
い
。
事
責
上
、
議
想
以
上
の
蓄
積
の
行
は

れ
る
様
な
事
情
の
下
に
於
て
は
‘
斡
剰
刺
潤
は
結
局
支
出
身
、
口
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
結
局
、
そ
れ

r

f
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t

L
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V
4
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V
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な
る
表
式
を
以
一
て
一
不
さ
れ
る
如
き
過
程
に
於
て
行
は
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
嚢
に
想
像
さ
れ
に
様
な
不
均
衡

は
生
じ
な
い
。

然
し
な
が
ら
、
事
買
上
、
強
想
以
上
の
蓄
積
の
行
は
れ
る
様
な
事
情
の
下
に
於
て
は
、
消
臨
貸
手
段
生
産
部
門
の

生
産
物
に
謝
す
る
需
要
も
活
気
を
呈
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
消
費
手
段
の
市
場
債
格
も
其
の
正
常
債
格
以

上
と
な
り
、
従
っ
て
、
消
費
手
段
生
産
部
門
で
も
、
齢
剰
刺
潤
を
生
令
る
の
が
常
で
め
る
。
ぞ
れ
は
、
例
へ
ば
枇



曾
的
二
大
生
産
部
門
聞
の
蓮
繋
が

h・4

品
。
白
{
}
♂
+
H
-
c
c
J
+
同
司
司
号
自
陣
+
朗
-
ヨ
:

H
品
(
}
C
C
3
+
串

q
A
)
h
v
f
+
同
町
q
q
J
+

岡
市
町

O
い宮崎

さ
C
レ
♂
+
坦
向
日
E

品
レ
♂
+
町
田
臼
-
∞
r
M
e

匝・4

警

? 
広|いiE
+ 

n
H
O
O
P
J
+
泊
四
日
・
巾
p
h
v
f
+
m
h山

u
g
r
9
4
悶
吋
h
M
J
J
，T
U
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M
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な
る
表
式
で
一
市
さ
れ
る
様
な
過
程
に
於
て
行
は
れ
る
で
も
あ
ら
う
。

然
し
な
円
か
ら
、
期
〈
の
加
き
事
情
の
下
に
於
て
は
、

次
々
年
度
の
生
産
撰
張
率
は
、

恐
ら
く

;
'
 

翌
日
に
は
止
ら

り

r
ご
?
人
1

そ
れ
が

μ
一
川
-
目
以
る
6
の
と
す
る
。

i

j

u

 

れ
る
所
と
金
く
同
一
で
め
る
場
合
に
、

F
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〉
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:
!
l
l
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只、

企
業
者
が
失
年
度
に
、
今
年
度
の
生
産
計
量
に
際
し
議
恕
さ
れ
た
所

と
は
異
っ
て
凡
そ
日
一
日
倍
の
投
資
を
な
し
、
又
、

消
費
需
要
も
拡
だ
け
、

濠
想
以
上
と
な
る
と
す
る
。
斯
か
る
場

合
に
は
、
一
枇
曾
的
二
大
生
産
部
門
聞
の
蓮
繋
は
、

恒国暗
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H
白
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吋
~
r
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+
ロ
吋
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自
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=
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制
ヨ
Z

U
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-
-
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】
司
印
白
h
v
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H
+
ロ
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}
叶
恒

T
Z
十
∞
叶
h
y
d
+
日
U
J
V
〈
時
十
回
品
目
白
r
s

同
回
目
叫
h
v
J
+
回
叶
h
v
d
J
+
回
会
出
n
昌

な
る
表
式
で
示
さ
れ
る
様
な
仕
方
で
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
し
、

す
べ
て
の
生
産
部
門
で
、
飴
剰
刺
潤
が
得
ら
れ
る

資
本
蓄
積
率
強
化
論
補
遺

第
二
時
嗣

第
三
十
八
巻

五

五
九
七
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資
本
蓄
積
率
鐙
化
論
補
遺

五
九
八

第

競

一一
占，、

第
三
十
八
巻

で
み
ら
う
。
新
う
し
た
委
こ
そ
事
買
上
の
景
気
上
昇
時
代
の
強
想
以
上
の
蓄
積
の
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
嚢
に
、
資
本
訴
の
需
要
比
率
と
持
働
者
の
そ
れ
と
が
異
り
且
つ
各
生
産
部
門
の
資
本
の
債
値
構
成
の
呉

れ
る
場
合
、
又
は
、
各
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
比
率
の
異
れ
る
場
合
に
は
s

女
々
一
年
度
の
資
本
蓄

積
率
が
衣
年
度
の
そ
れ
と
具
る
事
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
、
衣
年
度
の
事
責
上
の
世
舎
的
資
本
の
綿
量
が
、
今
年

度
の
生
産
計
査
に
際
し
諜
想
さ
れ
た
所
の
そ
れ
以
下
と
な

h
、
そ
こ
に
不
均
衡
を
生
や
る
、
と
言
ふ
事
を
明
か
に

し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
生
産
物
が
正
常
値
格
に
於
て
責
買
せ
ら
れ
る
色
の
と
し
て
の
請
で
め
る
。
然
る
に

読
本
蓄
積
率
的
増
加
は
別
市
仁
論
じ
に
る
如

t
、
諸
商
品
の
布
場
慣
格
が
武
一
的
正
時
間
儲
格
以
上

t
な
乙
如
き
事
情

の
下
に
行
は
れ
る
の
が
常
で
め
ち
、
然
る
以
上
は
、
嚢
に
指
摘
さ
れ
た
る
不
均
衡
の
原
因
は
、
物
債
騰
貴
に
よ
っ

て
、
恐
ら
〈
解
消
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
、
例
へ
ば
、
他
の
事
情
は
町
項
に
於
て
想
定
さ
れ
た
る
所
と
金
〈

同
一
で
あ
る
場
合
に
、
斯
か
る
蓄
積
率
の
増
加
が
、
諸
商
品
の
市
債
を
騰
貴
せ
し
め
る
如
き
事
情
の
下
に
行
は
れ

る
も
の
と
す
れ
ば
、
一
枇
曾
的
二
大
生
産
部
門
聞
の
蓮
繋
は
、
例
へ
ば
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な
る
表
式
で
示
き
れ
る
撲
な
過
程
に
於
で
行
は
れ
る
事
に
な
り
、
生
活
必
需
品
生
産
部
門
に
て
於
は
、
前
項
の
如

〈

M
rげ
の
損
失
を
生
子
る
ど
こ
ろ
か
、
却
っ
て
、
飴
剰
刺
潤
を
生
十
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
韮
で
は
、
需
要
比

率
に
盤
化
な
き
も
の
と
想
定
し
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
責
残
り
其
の
事
は
依
然
と
し
て
頴
く
も
の
左
な
っ
て
ゐ

る
が
、
債
格
騰
貴
の
比
較
的
緩
慢
の
故
に
そ
れ
に
劃
す
る
需
要
比
率
の
増
加
と
な
れ
ば
‘
責
残
り
其
の
事
も
解
消

す
る
で
あ
ら
う
。

我
々
は
轟
に
、
資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
が
奥
る
場
合
叫
又
は
、
各
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る

生
産
手
段
の
比
率
の
呉
れ
る
場
合
ビ
は
、
・
究
年
度
に
資
本
の
有
機
的
構
成
の
離
脱
化
の
生
中
る
事
に
よ
っ
て
、
必
銭

的
に
、
衣
年
度
の
事
質
上
の
枇
曾
的
資
本
の
総
量
が
、
今
年
度
の
生
産
計
査
に
際
し
深
怨
さ
れ
た
所
の
そ
れ
以
下

と
な
り
、
そ
こ
に
不
均
衡
を
生
や
る
、
と
言
ふ
事
ぞ
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
生
産
物
が
正
常
債
格

に
於
て
責
買
せ
ら
る
も
の
と
し
て
の
話
で
あ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
控
化
が
、
諸
商
品
の
債
格
騰
貴
の
生
十

る
如
き
事
情
の
下
に
行
は
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
此
の
場
合
に
色
、
其
蕗
に
指
摘
さ
れ
た
る
不
均
衡
の
原
閣
は
、

物
債
騰
賞
に
よ
っ
て
、
殆
ん
ど
解
消
さ
れ
得
る
で
も
あ
広
う
。

も
勿
論
、
事
買
上
は
決
し
て
、
す
べ
て
の
生
産
部
門
が
憐
剰
利
潤
を
得
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し

な
が
ら
、
嚢
に
指
摘
せ
ら
れ
た
る
所
の
資
本
蓄
積
率
・
の
増
加
に
仲
ふ
不
均
衡
が
、
正
に
資
本
蓄
積
率
の
増
加
を
生

ぜ
し
め
る
如
き
事
情
の
下
に
於
て
は
、
其
の
反
勢
の
も
の
に
時
化
さ
れ
得
る
事
も
あ
り
、
少
く
と
も
、
非
常
に
緩

和
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
事
は
、
否
め
な
い
。
し
て
見
れ
ば
、
議
想
以
上
の
資
本
蓄
積
は
、
経
湾
問
介
の
景
気
上

昇
に
拍
車
を
か
け
る
却
さ
」
作
用
を
す
る
も
の
で
こ
そ
あ
れ
、
決
し
て
、
直
接
必
然
的
に
不
況
を
呼
ぴ
起
す
カ
を
有

資
本
蓄
積
率
饗
化
論
補
遺

五
九
九

第

披

七

第
三
十
八
巻
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資
本
蓄
積
率
強
化
論
補
選

第
三
十
八
巻

第
二
鋭

一
二
八

六
O
O

す
る
も
の
で
は
な
い
。

ー
ー
現
賓
の
蓄
積
が
穂
想
以
下
で
あ
る
時

次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
麗
化
も
な

t
、
又
、
衣
一
年
度
の
責
本
の
債
値
構
成
の
麗
化
(
生
産
技
術
O

郵
化
喜
費
勢

貨
の
強
化
に
上
る
)
も
な
〈
と
も
、
衣
年
度
に
於
て
事
買
上
行
は
れ
る
所
の
蓄
積
が
、
今
年
度
の
生
産
計
書
に
際
し
て

珠
想
さ
れ
た
る
も
の
に
蓮
し
得
な
い
事
の
め
り
得
る
事
は
、
否
定
さ
れ
得
な
い
。
景
気
の
欄
熟
期
か
ら
恐
慌
を
鰹

て
景
気
の
下
向
過
程
に
輔
〈
期
間
に
於
て
は
、
斯
か
る
事
情
実
他
の
事
情
と
複
合
し
て
で
は
あ
る
む
い
か
常
に
働
い
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

今
般
り
に
、
他
の
事
情
は
却
項
に
於
て
想
定
さ
れ
た
る
所
と
金
〈
同
一
で
あ
る
場
合
ピ
、
只
、
企
業
家
が
衣

年
度
に
、
今
年
度
の
生
産
計
量
に
際
し
諌
想
さ
れ
た
る
所
だ
け
の
資
本
蓄
積
を
行
は
な
い
も
の
と
す
る
。
帥
ち
、

今
年
度
の
生
産
計
量
に
際
し
て
は
夫
年
度
の
資
本
は
A
1
年
度
の
そ
れ
の
立
孔
倍
と
濠
想
さ
れ
て
ゐ
た
所
に
、
失
年

度
に
な
っ
て
そ
れ
が
事
買
上
は
僅
に
旦

m
倍
に
撰
張
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
す
る
。
斯
〈
の
如
〈
、
事
賃
上

の
投
資
は
聾
想
以
下
で
あ
る
と
し
て
も
、
次
年
度
の
生
産
に
用
ひ
ら
る
べ
き
生
産
手
段
は
、

A
1
年
度
の
生
産
に
よ

っ
て
慨
に
産
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
需
要
の
増
加
に
鹿
じ
て
生
産
手
段
を
卸
刻
械
少
せ
し
め
る
課
に
は
ゆ
か

な
い
。
従
っ
て
、
一
方
で
は
生
産
手
段
の
寅
残
り
を
生
十
る
で
め
ら
う
し
、
他
方
で
は
生
産
手
段
の
市
場
債
格
の

低
落
ぞ
来
す
で
あ
ら
う
。
ゐ

J.生
産
手
段
の
市
債
が
十
分
に
低
落
し
て
業
の
債
格
に
於
て
貰
れ
っ
く
す
も
の
と
す

Il 3~5:l罰:拙稿「資本蓄積論J(ー)前掲8) 



れ
ば
、
一
肱
曾
的
生
産
諸
部
門
聞
の
連
繋
は
、
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な
る
表
式
で
示
き
れ
る
如
き
鵬
係
に
於
て
行
は
れ
る
事
と
な
る
。
即
ち
第
一
生
産
部
門
で
は
加
の
損
失
を
生
や
る
。

消
費
平

保
し
な
が
ら
、
期
〈
の
加
さ
事
情
の
下
に
於
て
は
、
消
費
平
段
に
劉
す
る
需
要
も
減
退
し
、
従
っ
て
、

段
の
買
掛
や
慣
格
低
落
を
生
や
る
の
が
常
で
あ
る
つ
そ
れ
は
、
例
へ
ば
、
今
期
の
生
産
物
の
貰
上
金
所
分
説
ぴ
に

そ
れ
に
謝
す
る
購
買
力
の
出
所
の
封
照
表
式
が
突
の
如
き
も
の
と
な
る
様
な
仕
方
に
於
て
行
は
れ
る
で
も
あ
ら
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A
P
-
-
v
f
十
]
[
白
血
}
号
。
凶
十
回
-
-
h
v
£

回叫

H
印
(
}
司
♂
+
白
叶
印
，
J
十
日
叶
町
田
崎

I=・
刷
ヨ
自

吋
印
h
v
n
同
十
白
山
町
民
V
J
+
凶
印
四
日
・
4
r富

恭
し
な
が
ら
、
斯

t
の
如
き
事
情
の
下
に
於
て
は
、

言
ふ
様
に
、
夏
に
縮
少
さ
れ
る
で
も
あ
ら
う
。
所
が
、
根
り
に
次
々
期
の
生
産
繍
張
恋
一
・
が

m-幻
に
な
る
4
8
の
k
す

日

-
H
(
哨
ぷ
+
酬
と
お
・
.
・
昨
刷
出
回
目

3
な
る
閥
係
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
石
に
、
右
に
想
定
き
れ

恐
ら
〈
、
次
々
年
度
の
生
産
慣
張
率
は
、
例
へ
ば

mA-m
と

れ
ぱ
、

資
本
蓄
積
率
強
化
論
補
遺

第
二
就

第
三
十
八
巻

ノ、

O 

一
ニ
九

113-4頁及び却l稿「資本蓄積論 J(二:>89~90参照前掲拙稿9) 



資
本
蓄
積
率
艶
化
論
補
遺

第
三
十
八
巻

ム，、
O 

第
二
披

一=一
O

た
る
所
に
よ
れ
ば
、
次
年
度
の
枇
舎
的
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
生
産
手
段
の
量
は
、

g
gで
あ
る
。
従
っ
て
ι

山一

Z
1

刷

出

回

H白
g
o
な
る
聞
係
が
成
立
す
る
事
に
な
る
。
そ
こ
で
、
♂
U
S
8
4
k
u
H
N
ご
立
と
な
る
の
で
あ
り
、
・
次
年
度

の
生
産
手
段
生
産
用
の
生
産
手
段
は
宮
田
Z
H

酬

U
2
5
勢
動
カ
は

品川町市町一戸
J
『

X
M
U
H
国
号
坦
・
印

択
年
度
の
消
費
手

段
生
産
用
の
生
産
手
段
は
同
コ
Z
X
山
H
Z
S
E
印
一
勢
動
カ
は
E
E
X
M仲

H
き
-u

で
あ
る
。
従
っ
て
右
の
我
々
の

想
定
の
如
き
事
情
の
下
に
於
で
は
、
次
年
度
の
生
産
手
段
生
産
部
門
の
不
麓
資
本
は
ち
a
-
h
可
礎
資
本
は
H
S凶

Eh

次
年
度
の
生
産
手
段
生
産
部
門
の
不
捷
資
本
は
弓
品
目
白
可
麗
資
本
は
怠
Z
と
な
り
、
従
っ
て
、
第
一
部
門
に
於

同

品

D

D

h

h

h

p

-

p

a

p

"

・

7
L
4
d
1

円相む・
6
k
a
1寸
“

ト

H
L
ィ

ご

T

司

t
'
u
-
-
b
a
+
'
b
M

第
二
生
産
郵
円
じ
於
て
は

日出

m
M
F
L
i
t
i
v
d吋

J

十
ノ
、

ι

山

d
l
'
b
u

臨
同
伝
'
嵩
賛
同

i
T
1
L
4

f
;
E
1
1
j
4
l
i
t
 

筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
世
舎
的
生
産
部
門
聞
の
連
繋
は
、

戸司

g 

+ 

8 

+ 

~;l( J 
i llj 
十

n
串
{
)
号
C
O
M
+
白
白
砕
v
f
+
H
印
c
c
n
N
+
凶

BEpnN

同.. 

引

Mc--『固十品一四・串hvf+AME--M-J。+白吋印♂+4日
]hvJ
斗
向
『
}
向
日

な
る
表
式
を
以
っ
て
示
さ
れ
た
様
な
関
係
に
於
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

我
々
は
、
右
に
於
て
は
、
生
産
物
が
全
部
貰
れ
っ
く
す
も
の
と
想
定
し
た
け
れ

E
も
、
寅
際
は
、
勿
論
き
う
で

は
な
い
。
我
々
は
嚢
に
、
「
責
本
家
の
需
要
比
傘
と
勢
働
者
の
ぞ
れ
と
が
異
り
、
且
つ
、
所
要
生
産
手
段
及
び
融
労
働

者
生
活
貧
料
を
生
産
す
る
限
り
に
於
け
る
責
本
の
平
均
的
慣
値
構
成
が
、
資
本
家
の
消
費
手
段
を
生
産
す
る
限
り



. . 

に
於
け
る
ぞ
れ
よ
か
る
高
経
で
あ
る
場
合
に
は
、
女
々
年
度
の
聾
想
的
資
本
蓄
積
率
一
炉
究
年
度
の
そ
れ
よ
ち
也
丸

と
な
る
事
に
よ
っ
て
、
拙
労
働
者
の
需
要
比
率
に
於
て
費
本
家
の
そ
れ
に
於
け
る
よ
り
も
大
な
る
割
合
を
占
め
る
所

の
消
費
手
段
に
責
蔑
り
を
生
じ
、
又
、
各
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
比
率
の
異
れ
る
場
合

ιは
、
団
次

々
年
度
の
理
想
的
資
本
蓄
積
率
一
F-次
一
年
度
の
そ
れ
よ
り
も
大
正
な
る
事
に
よ
っ
て
・
消
費
手
段
生
産
部
門
の
生
産

手
段
係
数
比
宰
に
於
て
生
産
手
段
生
産
部
門
の
そ
れ
に
於
げ
る
よ
り
も
比
較
的
大
な
る
割
令
ぞ
占
め
る
律
産
手
段

が
、
寅
蔵
る
事
に
な
石
」
と
言
ふ
事
を
明
か
に
し
た
。
所
が
、
避
で
は
、
火
一
砂
年
度
の
濠
想
的
資
本
蓄
積
率
一
か
火
一

年
度
の
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
芯
の
?
あ
み
か
ら
、
ぞ
の
事
の
結
果
は
、
続
々
が
暴
に
繊
ぺ
た
る
一
腕
り
反
樹
に
な
川
ぶ

わ
け
で
あ
っ
て
、
一
資
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
ぞ
れ
と
が
異
り
、
且
つ
、
所
要
生
産
手
段
及
び
勢
働
者
生
活

資
料
を
生
産
す
る
限
り
に
於
け
石
資
本
の
卒
均
的
債
値
構
成
一
炉
、
資
本
家
の
消
費
手
段
を
生
産
す
る
限
hJ
に
於
け

る
そ
れ
よ
り
も
高
萩
で
あ
る
場
合
に
は
、
生
産
手
段
の
生
産
部
門
に
於
て
寅
残
り
を
生
じ
、
又
、
各
生
産
物
の
生

産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
比
率
の
異
れ
る
場
合
に
は
、
生
産
手
段
生
産
部
門
の
生
産
手
段
係
数
比
率
に
於
て
消
費

手
段
生
産
部
門
の
ぞ
れ
に
於
け
る
よ
り
も
比
較
的
大
な
る
割
合
を
占
め
る
生
産
手
段
が
、
寅
残
る
事
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。
而
じ
て
、
此
の
寅
蔑
り
を
必
然
な
ら
し
め
一
て
ゐ
る
事
情
は
、
例
へ
ば
右
の
場
合
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
「
需

要
比
率
及
び
資
本
の
債
値
構
成
の
閥
係
か
ら
生
産
手
段
の
貰
痩
り
を
必
然
な
ら
し
め
る
力
は
、
生
産
手
段
係
数
比

率
の
関
係
か
ら
は
頁
残
り
の
必
然
性
な
き
生
産
手
段
に
謝
し
で
も
作
用
し
、
従
っ
て
、
生
産
手
段
係
敷
比
率
の
閥

係
か
ら
も
貰
残
り
の
必
然
性
あ
る
生
産
手
段
は
、
二
重
の
カ
に
よ
っ
て
貰
残
ち
を
強
ひ
ら
れ
‘
ま
す
ま
す
寅
蔵
る

資
木
菩
稜
礎

T

獲
化
論
補
注

第
三
十
λ
巻

ノ、

O 

第

就

一一

104-6頁
107-8頁

前掲
前掲

拙稿
拙 稿

10) 



資
本
蓄
積
率
費
化
論
補
遺

第
三
・
7
八
巻

六
O
四

第

務

一一ー
一

事
と
な
る
」
、
と
言
ふ
様
な
仕
方
に
於
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
此
の
過
程
に
於
て
は
、
生
産
手
段
、

殊
に
、
生
産
手
段
生
産
用
の
生
産
手
段
に
聾
す
る
打
撃
が
、
大
き
い
の
で
あ
る
。
而
も
、
斯
う
し
た
事
情
の
下
に

生
令
る
貰
残
り
が
、
真
に
・
究
々
年
度
の
務
想
的
生
産
噴
醍
牽
の
縮
少
を
呼
ぴ
起
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
右
に
嘩
べ

ら
れ
た
る
事
情
を
更
に
強
化
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
斯
か
る
委
こ
ぞ
、
景
気
輔
落
時
代
の
議
想
以
下
の
蓄
積

の
姿
な
の
で
め
る
。

(
我
々
は
嚢
に
、
「
資
本
家
の
需
要
比
事
と
勢
働
者
の
そ
れ
主
が
異
る
場
合
に
は
、
衣
年
度
に
費
本
の
有
機
的
構

成
が
高
級
化
寸
る
事
に
よ
っ
て
、
崎
労
働
者
の
需
要
比
率
に
於
て
資
本
家
の
そ
れ
に
於
け
る
よ
り
も
大
な
る
割
合
併
日

占
め
る
所
の
消
費
手
段
の
責
残
り
を
生
じ

1

、
又
、
各
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
の
比
率
の
異
れ
る
場
合

に
は
、
失
年
度
に
資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
親
化
す
る
|
|
所
要
生
産
手
段
量
が
増
加
す
る
仕
方
に
於
て
1
I
事

に
よ
っ
て
、
消
費
手
段
生
産
部
門
の
生
産
手
段
係
数
比
率
に
於
て
生
産
手
段
生
産
部
門
の
そ
れ
に
於
げ
る
よ
り

4

比
較
的
大
な
る
割
合
を
占
め
る
生
産
手
段
が
、
貰
れ
残
る
事
に
な
る
f

「
と
言
ふ
事
を
明
か
に
し
た
。
従
っ
て
、
資

本
の
有
機
的
構
成
の
高
根
化
の
行
は
れ
る
限
り
、
次
々
年
度
の
費
本
蓄
積
率
の
低
下
と
言
ふ
事
か
ら
生
や
る
不
均

衡
の
原
因
は
緩
和
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
行
は
れ
る
の
は
、
大
韓
、
景
気
不
況
期
か
ら

上
昇
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
轄
落
期
に
於
て
は
、
き
し
て
行
は
れ
な
い
の
で
あ
り
、
躍
り
に
行
は
れ
た
と
し
て
も
.

景
気
轄
落
を
必
然
な
ら
し
h
U
る
事
情
の
方
が
造
に
優
勢
で
あ
る
の
)

以
上
に
於
て
、
在
は
、
現
賓
の
蓄
積
が
、
衣
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
養
化
又
は
衣
年
度
の
資
本
の
債
値
構
成

12) 拙稿「資本蓄積と資本の有機的構成白書華化JC二:)前掲82-4，~'3-5頁
13) 拙稿前掲 103-5頁



の
麓
化
〈
生
産

H

整
備
自
由
費
化
宇
一
貫
一
買
い
霊
闘
の
描
型
化
に
よ
る
)
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て

l
l勿
論

ぞ

れ

等

も

一

緒

に

作

用

し

て

で

は
あ
る
が
|
|
珠
想
以
下
に
押
し
下
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、

亙

に

其

の

故

に

一

般

的

責

残

り

や

一

般

的

物

債

低

落

を
、
従
っ
て
恐
慌
を
、
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
、

L
」
言
ふ
事
を
明
か
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
既
に
、
先

魔

に

よ

っ

て

喝

破

さ

れ

た

所

で

あ

る

。

剖

ち

例

へ

ば

、

ヒ

戸

フ

ァ

1
Jプ
ィ
ン
グ
は
「
ぞ
も
そ
色
恐
慌
と
は
販
路
の
快

乏

を

意

味

し

、

販

酪

の

映

乏

は

‘

資

本

主

義

枇

舎

に

お

い

て

は

、

資

本

の

新

た

な

放

下

の

停

止

を

前

提

す

る

」

と

カ
ッ
セ

Y
は

「

現

代

の

典

型

的

好

況

(

行

誌

上

は

|

資

本

供

給

の

見

競

り

過

ぎ

、

従

っ

て

、

生

産

お

れ

に

山
詑

る
生
産
手
段
を
四
月
ふ
矯
め
に
用
ひ
得
ら
る
べ
き
貯
蕎
の
不
足
除
を
怠
味
し
て
ゐ
る
」
と
言
っ
て
ゐ
る
の
?
の

6
0
・

品一日ひ、
話
、
ヵ
ツ
セ
ル
は
、
別
自
所
で
、
こ
れ
と
は
正
反
封
の
規
定
的
仕
方
を
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
「
需
要
の
議
化
の
作
用
を
目
見
る
場
合
に
は
・
直
接
に
消

費
者
の
矯
め
に
用
ひ
ら
れ
る
持
摘
的
生
産
手
段
と
、
持
繊
的
生
産
手
段
の
生
産
に
再
び
用
ひ
b
れ
る
持
繍
的
生
産
手
段
と
を
、
国
別
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
消
費
者
の
需
要
の
減
退
は
、
第
一
白
部
類
の
生
産
手
段
に
謝
し
て
は
、
そ
の
減
退
に
慮
ず
る
だ
け
の
就
業
率
減
退
を
生
ぜ
し
め
る
だ
け

で
あ
る
が
、
第
二
の
部
類
の
生
産
手
段
に
謝
し
て
は
、
恐
ら
く
は
、
就
業
率
四
全
然
の
消
滅
を
生
ぜ
し
め
る
で
あ
?
っ
0

・
-
-
一
般
に
、
持
械

的
生
産
手
段
の
生
産
は
、
消
費
需
要
に
謝
し
て
、
消
費
手
段
の
生
産
よ
り
も
、
迭
に
敏
感
で
あ
る
。
」
と
言
ヲ
で
ゐ
る
の
で
あ
ヲ
て
、
そ
ζ

で
は
、

抽
明
費
需
要
の
餐
化
が
、
他
的
諸
制
型
化
を
誘
費
す
べ
き
動
因
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
事
は
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
論
詮
し
て
来
事
~
様
に
理
論
的
に

訣
り
な
の
で
あ
る
が
、
カ
ソ
セ
ル
は
、
そ
れ
が
、
事
寅
よ
詮
明
さ
れ
得
る
も
の
ふ
知
〈
考
へ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
表
面
的
現
象
白
示
ナ
限
り
で

は
、
生
産
手
段
白
方
が
消
費
手
段
よ
り
も
、
耐
し
て
同
じ
〈
生
産
手
段
で
も
、
生
産
手
段
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
生
産
手
段
白
方
が
消
費
手
段
白

生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
よ
り
も
、
又
、
固
定
資
本
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
も
の
ふ
方
が
然
b
ざ
る
も
の
よ
り
も
|
|
こ
の
最
後
の
勤
は
他
の
機
舎

に
譲
る

l
!、
最
集
麹
動
を
共
に
念
激
に
獲
化
す
号
、
と
言
ふ
だ
け
で
あ
ワ
て
、
何
れ
が
動
因
で
あ
る
か
と
一
吉
ふ
事
は
、
表
面
的
事
責
だ
け
か
b

は
わ
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
。

資
木
蓄
積
率
鑓
化
論
補
遺

六
O
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資
本
蓄
積
率
描
型
化
論
補
遺

第
三
十
八
巻

一
三
四

第

披

大

O
六

一ー一

論

結

以
上
に
於
て
在
は
、
議
想
以
上
の
費
本
蓄
積
は
、
極
構
界
の
景
気
上
昇
に
拍
車
を
か
け
る
如
き
作
用
を
す
る
も

の
で
こ
そ
あ
れ
、
決
し
て
、
直
接
に
必
然
的
に
不
況
を
呼
ぴ
起
す
力
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
之
に
反
し
て
、

資
本
蓄
積
が
議
想
の
程
度
に
達
し
待
な
い
場
合
に
は
一
般
的
販
路
棋
乏
や
一
般
的
物
債
低
落
を
生
ぜ
し
め
る
も
の

で
あ
る
、
と
言
ふ
事
を
明
か
に
し
た
ω

保
ら
ぱ
、
資
本
蓄
積
が
磯
恐
の
程
度
に
遣
し
得
な
く
な
る
の
は
何
故
で
あ

る
か
。
我
々
の
こ
れ
ま
で
考
撫
に
取
り
入
れ
た
る
如
、
き
諸
原
悶
の
中
に
、
そ
れ
を
必
然
的
な
ら
し
め
る
充
金
の
原

困
を
求
め
る
事
が
出
事
る
で
あ
ら
う
か
。

b

Y
ア
ァ

1
デ
ィ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
「
そ
も
そ
も
恐
慌
と
は
販
路
の
棋
乏
を
意
味
し
、
販
路
の
暁
乏
は
、
資
本
主

義
世
舎
に
お
い
て
は
、
費
本
の
新
に
な
放
下
の
停
止
を
前
提
す
る
、
こ
れ
は
ま
た
利
潤
率
の
低
下
を
前
提
オ
る
a

(
け
だ
し
、
『
責
本
家
の
生
産
は
、
欲
望
充
足
の
た
め
で
は
な
く
て
利
潤
の
た
め
で
あ
る
。

:
:
;
r
か
ら
)
生
産
は

消
費
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
て
、
資
本
増
殖
の
要
求
に
依
存
し
、
そ
し
て
、
こ
の
増
殖
可
能
の
減
退
は
生
産
の

制
限
を
意
味
?
ム
』
の
で
あ
る
か
ら
。
而
し
て
)
こ
の
利
潤
率
の
低
下
は
、
資
本
の
新
た
な
放
下
に
際
し

τ生
や

る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
聾
化
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
か
」
「
こ
の
利
潤
峯
の
低
下
は
二
個
の
理
由
か
ら
生
や
る
。

一
に
は
、
可
護
資
本
が
綿
費
本
に
比
例
し
て
減
少
し
、
し
た
が
っ
て
同
一
の
剰
傍
債
値
も
、
よ
り
低
い
利
潤
宰
と

な
っ
て
現
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
に
は
、
読
動
資
本
に
劃
す
る
固
定
資
本
の
割
合
が
大
な
れ
ば
大
な
る
だ
け
、

'7) R. Hilferding: a. a. O. S. 林氏誇464頁
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資
本
の
回
轄
期
聞
が
ま
す
ま
す
大
と
な
り
、
そ
し
て
四
時
期
聞
の
延
長
は
、
こ
れ
ま
た
利
潤
率
の
低
下
を
意
味
す

る
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
や
、
回
轄
期
聞
を
長
か
ら
し
め
る
其
他
の
事
情
が
存
す
る
。

-
:
勢
働
カ
わ
け
で
も

熟
練
勢
働
力
の
映
乏
す
る
一
か
た
め
、
持
働
期
間
の
延
長
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
の
み
な
ら
争
、
勢
働
過
程
に

於
け
る
撹
乱
は
:
:
・
例
へ
ば
機
械
の
運
時
期
間
の
あ
ま
り
に
大
な
る
促
進
か
ら
も
生
じ
う
れ
ば
、

(
こ
白
機
械
は
ま
た

不
軸
開
発
働
者
白
一
層
傭
に
よ
っ
て
も
損
傷
さ
れ
る
)
、
戒
は
ま
だ
、
長
か
ら
ぬ
産
業
的
緊
張
期
を
は
や
さ
な
い
が
だ
め
に
修
講
や

補
助
勢
働
を
慮
る

ιと
か
ら
も
生
じ
う
る
。

そ
川
内
と
司
時
二
、

I

A

m

-

-

t

 
嘩
ん

T
は
摘
通
期
間
色
廼
長
S
れ
ろ
こ
と
に
な

る
。
内
岡
市
場
の
需
要
は
や
が
て
漏
き
れ
て
、
蓮
h
y

に
遠
隔
な
外
国
市
場
炉
捜
き
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
:
・
:
-

の
み
な
ら
子
、
他
の
諸
要
素
も
附
け
加
は
る
。
繁
栄
期
に
お
い
て
は
、
勢
働
力
の
需
要
が
高
ま
り
、
ぞ
れ
の
債
格
が

騰
貴
す
る
」
の
で
あ
る
O
A
-
-

此
の
設
を
見
る
に
、
ヒ
U

F

7

ァ

1
Jア
ジ
グ
が
、
利
潤
率
低
下
の
基
本
的
原
因
と
し

て
掲
げ
た
所
の
、
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
と
固
定
資
本
部
分
の
増
加
と
は
、
必
や
し
も
利
潤
傘
の
低
下
を

来
す
も
の
で
な
い
事
は
、
既
に
我
々
の
論
謹
し
た
る
所
で
あ
る
が
、

E
Y
フ
ァ

1
Jプ
シ
グ
の
掲
げ
た
所
の
、
業
他

の
利
潤
率
低
下
諸
原
因
!
ー
そ
の
大
部
分
は
、
我
々
の
こ
れ
ま
で
未
だ
考
察
に
と
り
入
れ
F
る
理
論
段
階
に
属
す

る
志
の
で
あ
る
が
ー
ー
は
、
金
〈
首
肯
出
来
る
所
で
あ
り
、
大
韓
拳
界
の
通
説
と
見
看
し
得
る
所
で
あ
る
。
我
々

は
、
こ
の
理
論
段
階
で
は
、
右
の
利
潤
率
低
下
諸
原
因
の
外
に
、
た
ヨ
、
生
産
手
段
の
市
場
債
格
の
騰
貴
に
よ
る

費
用
の
増
加
を
加
へ
る
だ
け
で
よ
い
で
あ
ら
う
。
(
シ
ユ
ム
ベ

1
タ

1
は
、
新
し
い
結
合
か
ら
生
中
る
飴
剰
利
潤
炉

其
の
結
合
の
普
及
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
て
祈
〈
と
言
ふ
事
に
、
地
代
以
外
の
資
本
家
所
得
の
低
下
の
根
本
的
原
因

資
本
蓄
積
率
獲
化
論
補
遺

第
二
時
帆

一
三
五

第
三
十
八
巻

六

O
七
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資
本
蓄
積
率
援
化
論
補
遺

を
求
め
て
ゐ
る
が
、
我
々
が
轟
に
論
謹
し
た
様
に
、
貫
質
勢
賃
に
し
て
襲
化
せ
ぎ
る
限
h
J
、
徐
剰
刺
潤
を
生
ぜ
し

第
三
十
八
巻

第
二
時
抗

-=一六

六
O
八

な
る
が
如
き
新
結
合
は
、
そ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
資
本
家
所
得
を
却
っ
て
増
加
せ
し
め
る
色
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

新
結
合
の
普
及
と
共
に
利
潤
率
一
か
暇
り
に
低
下
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
其
の
原
因
は
、
其
の
普
及
其
の
事
に
あ
る

の
で
は
な
く
て
、
他
に
あ
る
も
の
で
あ
る
)
。

然
ら
ば
、
我
々
は
、
右
に
数
へ
ら
れ
た
る
利
潤
率
低
下
諸
原
因
と
、
利
潤
率
に
封
す
る
責
本
蓄
積
率
の
依
存
性

と
だ
け
を
以
っ
て
、
長
』
策
特
落
の
必
然
性
を
誰
明
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。

(

u

ロ
ル
フ
ア

1

ヂ
ン
グ
は
、
貨
は
更
に
、
他
の
ニ
ワ

のも

?
E考
席
代
入
れ
亡
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
他
の
機
曾
に
譲
る
)
。

嘗
っ
て
カ
ッ
セ
Y

は
、
景
気
持
型
動
の
現
象
の
考
察
か
ら
踊
納
し
て
、
「
我
々
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
:
・
:
企
業
者

い
つ
も
、
景
気
上
昇
の
は
じ
め
の
聞
の
事
で
あ
る
。
そ
の
増
加
の
勢
は
、
好
況
時

代
に
入
れ
ば
既
に
一
茨
へ
て
ゐ
る
。
景
気
轄
落
の
起
る
頃
に
は
、
此
の
牧
盆
は
誠
少
し
て
ゐ
る
事
S
へ
あ
る
の
で
あ

牧
盆
の
殊
に
増
加
す
る
の
は
、

h
J
、
偲
り
に
然
ら
?
と
す
る
も
‘
少
く
と
も
、
業
の
増
加
の
勢
は
非
常
に
弱
っ
て
ゐ
る

(
之
に
反
し
て
)
、
勢
働
者
の
牧

入
の
増
加
は
、
景
気
土
井
の
は
じ
ま
ら
う
と
す
る
頃
に
は
、
い
つ
で
色
、
企
業
者
の
牧
入
の
増
加
よ
り
も
蓮
に
少
〈

て
、
好
況
時
代
に
入
っ
て
最
高
潮
に
達
す
る
つ
景
気
韓
落
時
代
か
ら
、
そ
れ
に
績
〈
不
況
時
代
に
か
け
て
、
拙
労
働

者
牧
入
は
上

b
頼
け
る
い
)
「
(
所
が
)
企
業
者
は
資
本
蓄
積
を
せ
ぬ
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
粧
掛
的
事
情
に
迫
ら
れ
て
ゐ
る
の

で
.
企
業
者
利
潤
中
の
蓄
積
部
分
の
営
該
利
潤
中
に
占
な
る
割
合
は
、
其
他
の
牧
盆
に
つ
い
て
の
そ
れ
よ
り
も
大

で
あ
号
。
:
:
;
(
だ
か
ら

d

、
資
本
蓄
積
は
(
企
業
者
利
潤
の
増
加
の
大
な
と
好
況
の
は
じ
め
に
比
較
的
大
で
あ
h
f
・
-
:
、
勢

]oseph Schmupeter: Therie der w~rtschafHich_en Entwicklul:lg， S. 1926 
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賃
や
債
格
が
高
騰
し
は
じ
め
る
頃
に
な
る
と
、
園
民
所
得
の
割
合
に
は
増
加
し
な
く
な
る
。
・
:
・
而
し
て
、
景
気

高
潮
の
絡
り
頃
に
は
:
:
:
費
本
の
供
給
の
比
較
的
映
乏
が
生
じ
て
ゐ
る
。
不
況
時
代
に
於
て
も
、
企
業
者
利
潤
を

以
て
す
る
蓄
積
は
比
較
的
少
い
事
は
、
自
明
の
事
で
あ
る
O

(

ど
、
其
他
の
圃
民
所
得
は
、
-
-
不
況
時
代
に
於

て
色
司
殊
に
最
悪
の
時
期
を
過
ぎ
て
後
は
、
可
成
り
菩
積
に
あ
て
ら
れ
る
υ
と
鴻
し
亡
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
賓

の
認
識
は
、
大
韓
通
話
と
看
倣
さ
れ
得
る
所
で
あ
り
、
而
色
、
此
の
事
買
は
、
我
々
の
提
出
し
た
る
右
の
問
題
に
、

肯
定
的
解
容
を
輿
へ
る
然
、
め
の
基
礎
た
り
得
る
も
の
と
、
一
臆
は
考
へ
ら
れ
る
。

供
し
な
が
ら
、
節
一
節
じ
於
て
明
か
ド
し
わ
九
椋
下
、
市
場
債
格
が
次
第
仁
騰
貴
す
る
場
合
ド
は
、
茸
一
鹿
仁
齢
剰

利
潤
一
か
費
生
す
る
の
で
あ
る
。
(
而
も
其
の
事
が
、
そ
れ
だ
け
資
本
蓄
積
を
刺
戟
し
、
そ
れ
が
更
に
市
場
債
格
白
漸
次
白
騰
貴
を
生
ぜ
し

め
る
べ
〈
作
用
す
る
の
で
も
あ
る
と
。
従
っ
て
、
市
場
債
格
の
騰
貴
が
、
右
に
指
摘
せ
ら
れ
た
る
如
き
利
潤
率
低
下
の
諸

原
因
の
作
用
を
解
消
せ
し
め
る
限
り
は
、
仁
と
へ
そ
れ
等
の
利
潤
率
低
下
建
原
因
が
働
い
て
ゐ
て
色
、
現
買
の
利

潤
低
下
は
生
じ
な
い
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
の
知
き
利
潤
率
低
下
の
諸
原
因
だ
け
で
は
、
未
だ
、
現
貴
の
利
潤

率
低
下
の
必
然
性
は
説
明
き
れ
得
な
い
。
従
っ
て
、
我
々
が
こ
れ
ま
で
考
察
に
と
り
入
れ
た
る
諸
々
の
要
因
だ
け

で
は
、
現
賓
の
蓄
積
が
・
次
々
年
度
の
資
本
蓄
積
率
の
麓
化
又
は
衣
年
度
の
費
本
の
債
値
構
成
の
撞
化
(
生
産
技
術
竺
貰

質
労
賃
の
密
化
に
よ
る
)
の
理
由
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
濠
想
以
下
に
押
し
下
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
の
必
然
性
は
説

明
さ
れ
な
い
の
で
め
り
、
従
っ
て
.
恐
慌
の
必
然
性
は
説
明
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

然
ら
ぱ
、
右
に
指
摘
せ
ら
れ
た
る
如
き
利
潤
率
低
下
の
諸
原
因
の
作
用
を
解
消
せ
し
め
る
様
な
市
慣
騰
貴
を
、

事
買
上
生
じ
得
ぎ
ら
し
め
て
ゐ
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
。
私
は
此
の
問
題
を
、
別
の
機
曾
に
取
扱
ふ
で
あ
ら
う
。

資
本
蓄
積
率
獲
化
論
補
遺

第
三
十
八
巻
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